


























































































用 語 説 明
科学技術トピックス





























































































































































































































































































































































































































本プロセスは、SA F I E R
（Shrink Assist Film for Enhanced
Resolution）と呼ばれる。レジス
ト自身の化学成分には変更がない
点が大きなポイントであり、ほぼ
すべてのレジスト種類において適
用可能である。微細加工のみなら
ず、高アスペクト比（縦横比）の
パターン形成等でも効果を発揮す
ると考えられ、半導体デバイス以
外のリソグラフィー技術にも寄与
すると期待される。
製造技術分野
PETなどを支持体とする透明電極
を用いるため、ガラス基板を用い
る場合の400℃以上で焼成すると
いう手法は使えず、2%程度の効
率にとどまっていた。今回、静電
的電着法を用いて、発電に必要な
粒子間の電子伝導のネットワーク
を形成することにより、従来法に
比べて変換効率が約1.8倍向上し
たものである。電着法は粒子の電
気泳動を利用して製膜する方法
で、密着性が良い、工程が極めて
短時間であるなどの特長を持ち、
電着膜は半径5mmの曲率におい
ても剥離しない柔軟性を示す。色
素増感した電着膜を光電極とし、
対極にはカーボン薄膜を担持した
導電性PETフィルムを使うこと
で、性能向上が図られた。
今後の研究開発課題は、電池の
大面積化と耐久性の強化である。
電解液に不揮発性で高温に耐える
溶融塩を使うことが考えられてお
り、既に高性能の溶融塩の開発に
も着手している。
